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大学院理王'コと研究科情服・デザイン工学系学域情.1凝シ.ステ

ム.1穿分野1{1淑授(テニュアトラック)福i:将先生が、第M

lrrlコミコ.ニケーションと情報技術に関する圃際シンポジウム

(TheL・,1LhlnternaLiOnajSynnPosiLM】OnCOII]11uun:catiOL〕stt1〕d

Inlbrma〔k)n「1'echnologiCS)で1憂秀1諭之賞((.)Lltsi.andingPaPCIl

Awal-d)を受賞しました.

従来

研究至での福士先生

福士先生が実装した手法

攣璽颯圏.
特別なソフトウェア

ユーザ登録

設定
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全体の描成図と従来のV⊂との比較
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奉シンポジウムは2田:1.年9月2,1-26日に韓[」i[の仁川で.開

催され、約15()件の驚表語庁.文のilEから3件が優秀諭文'賞を受

賞しました.、今[[4の・乏賞は、iAPee「-te-Pee1'〔二〔m〕munica{i〔)n

Func面1〕am。iユgWebBr….scvf・1-Wcb.bascdV(,lunLeer

COmpし甫n副の〉重績が認められたもので.一彗

福論更は、誰でも気軽に参加可能なボランティアコンビュー

ティング(VC)を目指して、WEBブラウザを購いた械圧通

信環境を実装し、訓三価したものです..VCとは、インターネッ

トを利用する一般ユーザからパソコンなどの計算能力を提供し

てもらい、インターネット.:/に仮想的な並列コンピュータを構

築するものであり、様々な分野の計算シミュレーションに役立

てることを目的としたものであります.私達カインターネッ

トを迦じて日常的に行うメールの読み詐きやW正粥ページの閲

覧には、パソコンが本来持っている計算能力の10ハ.一セント

程度しか梗われておらず、残りは使われないまま無駄に1眠って

います。VCでは、それらの膨大な遊休計舞:資源を活川するた

め、いわゆるスバコンなどの並列コンピュータを利用するより

も、はるかに安価に計算を行えるという利点があります.しか

し、Vcに参加するには、特別なソフトウェアをインストール

し、ユーザ登録や設定などの/ノ喋を行う必要があるため、不慣

れなユーザにとってはそれらの作業が.参加の障壁になっていま

す、,>Cは参加するユーザが多いほど計算性能が向..Lするため、

高性能化を実現するには避けられない問題となっています、.

本論文では、..・般ユーザが慣れ親しんでいるWEBブラウザ

を用いて欄圧遵信を行う環境を実装したものであり、これは、

誰もが気軽に参加できるVCを夫現するための基盤になるもの

ですttユーザーは、WEBブラウザを立ち.11げておくだけでVC

に参加できるようになるため、ユーザー数の増加によるVCの

高性能化が期待できます..

今や評算シミュレーションは、科学技術の発展や製品開ヴ邑に

は欠かせないvのになっており、必要とされる計算性能炉t三々

増加し続けていますuVCをより一..・層普及させ、様々な分野の

研究1用発者に利用してもらうためにも、さらなる研究の遣i展が

期待されています/./
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